
 

議員とカダる会（議会報告・意見交換会）報告書 

開催日時 令和６年５月９日（木）18 時 00 分～20時 00 分 

開催場所 東部市民センター 

会場責任者 赤平 勇人 

記録者 工藤 夕介 

出席議員 赤平 勇人、工藤 夕介、木戸 喜美男、長谷川 章悦、小豆畑 緑 

竹山 美虎、中村 美津緒 

参加者数 14 名 

報告内容  令和６年第１回定例会の主な出来事 

意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

  

テーマ：ごみ問題について 

①ごみ出し等について困っていること 

〇ごみの置き場について、小屋にかかる費用は町会が負担、設置 

・場所も町会で決める、市は回収だけしかかかわらない。 

・ごみ置き場は雪や交通量（旧国道４号など）が多かったりなど大変

だ。 

・町会は予算もないので市で設置し、ごみ置き場の場所も市で設定し

てもらい住民が使いやすいようするなど考えてほしい。 

〇ペッボトル、ガラス瓶やその他のプラスチック等に貼っている 

・ラベルをきれいに剥がすのが大変。 

・どの商品のラベルも剥がしやすくしていくのも、ごみ問題や地球環

境問題前進の一助になると思う。いますぐ全部は難しいと思うので、で

きるところから取り組んでほしいと思う。 

〇市内横内にある自身所有の敷地に自動車が２台放置されており、撤

去をしたいのだが、市で何とかしてもらえるものか伺いたい。 

〇出してはならないごみが出された場合、分別ルールが守られていな

い際、回収されずそのまま放置になっている状況が長く続き、全く改善

されない。しっかりルールを徹底してほしい。 

・徹底されない分別ルールの徹底について、一つの意見として、できれ

ば、小学生や中学生など学校教育の中でごみ問題、分別ルールなどにつ

いて、取り入れてもらえないか。 

・また、町内会組織の人数も多いところと少ないところがあり、今後の

ごみ問題の対応を視野に入れ、町内会の組織編成も検討するなど、対応

を考えてほしい。 

〇朝８時 30 分までごみを出すようになっているが例えば、前日の 19

時 30 分までに出してもよいなど、夜のごみ出しもできるようになれば

近隣の協力関係も強化できたりなど、取り組みの向上が図れるのでは

ないか。 

〇民間の業者、職場のごみ収集で分別なしでやっているところがある

と聞いたが、実態はどうなっているのか。 

 

 



 

②行政にやってほしいこと 

〇道路、海岸線にものすごく多種多様なごみが放置されている。徹底を

図る上でも、ごみ捨て取り締まりの条例を制定、罰則強化をしてほし

い。青森市には顕著に見られ、恥ずかしい。議員の皆さんも聞くだけ、

考えておくだけではなく、しっかりやってほしい。 

〇合浦公園など、緑豊か、自然豊かな街づくり、環境整備の取り組みを 

お願いしたい。 

〇最近実習生等、外国の方が結構見られるようになり、こうした方々へ

のごみ分別のルール周知、説明が必要だと思う。 

〇自動車の廃棄について、数量も多く重量もあるため、人力での対応が

困難である。市で重機を貸し出ししてくれるなど、対応をお願いした

い。 

〇リサイクルごみの回収ボックス（ファイバー、袋）が使い古された 

際、市できれいにしていただくことはできないか。以前、市清掃課に問 

い合わせたところ、町会の方できれいにしてくださいとのことだった 

が、やれなかった。どうにかならないものか。 

〇ごみ回収業者の方が回収後、収集袋をボックスに懸けずにその場に 

放置していく方がおり、改善をお願いしたい。 

〇合浦公園は指定管理者管理になってから、予算がない理由で整備が

図られなくなった。国内でも珍しい海浜公園なので、議員の皆さんから

も公園整備を働きかけてほしい。 

〇リチウム電池分別について、事故が起きたらリチウム電池の商品を

買う側だけでなく、売る側、供給する側にも責任があるので、啓発の意

味でも店舗にも周知徹底をしてほしい。 

 

意見：自由テーマについて 

〇こういう集まり（議員とカダる会）はすごくいいと思う。 

・具体的な環境の問題、市民にかかわる問題等の意見交換が大した面 

白いと思った。いい集まりだと思った。今後もぜひやってほしい。 

〇沼川の川底に土砂がたくさん溜まり、草木も生えており、浚渫（しゅ

んせつ）工事を行ってほしい。東日本大震災の際に、沼川に大波が見ら

れ、そこに捨てられていた雪を押している光景を目にしたこともあり、

今後想定される入内断層地震対策など、防災の観点からも工事を進め

てほしい。 

〇東部市民センターを防災のセンターにしてほしい。 

・当該地域（原別地域）は青森東高校が避難場所であるが、歩いて避難

場所（東高校）に行くには 10～15 分かかる。津波だったら東部市民セ

ンター前を真っ先に流れるので、東高校への避難ができなくなること

が想定されることもあり、東部市民センターを避難場所として運用で

きるよう改築してほしい。 

・その際は、バリアフリー化としてのエレベーター設置もお願いした

い。 



 

〇能登半島地震の際、100～150 万円の助成で木造住宅の耐震対応して

いた住宅は震災後も居住できる状況にあったと聞いた。青森市におい

ても被害を免れるための木造住宅耐震化の助成を行ってほしい。 

〇市営バス時刻表には夏ダイヤ、冬ダイヤがあるが、時刻表冊子を手に

入れるのが至難の業である。有料でも構わないので十分な数量を用意

し、欲しい人が手に入れられるようにしてほしい。 

〇町内会組織編成の基準はどうなっているのか、世帯の多いところと

少ないところがある中で、今後、町内、近隣の人たちで、ごみのことや

それ以外のことで、助け合っていくためにも町内会の整備が必要だと

思う。 

〇合浦公園の桜の剪定（せんてい）が剪定とは言えず伐採だという声が

あった。景観が悪いとの声があった。桜の手入れ、その他の木々の管理

もしっかり進めてほしい。 

〇銅像茶屋、田代平、城ヶ倉、浪岡城など、各観光地のトイレが非常に

汚い。国道、県道の雑草をシルバー人材センターも活用してきれいな街

づくりに取り組んでもらいたい。 

〇浪岡城をつくってもらいたい。後藤伍長は歴史的な財産。青森市も観

光にもっと力を入れてほしい。 

記録者所見 多くの参加者から、ごみ問題やその他について、自由闊達な御意見、御

要望をいただき、とても有意義な意見交流ができた。身近なごみ問題か

ら、人口減少、高齢化社会、防災、観光振興等、多岐にわたり、真剣に

考え、限られた時間をフル活用して、議論ができて非常によかった。若

年層の参加者が多ければ、さらによかった。議員とカダる会の実施にご

称讃のお声もいただき、全委員の励みになった。 

※写真添付必須のこと 

 

青森市議会議長 様                      

 令和６年５月 10 日 

  上記のとおり報告いたします。 

会場責任者  赤平 勇人 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


